
二
○
年
近
く
に
わ
た
っ
て
北
海
道
内
を
揺
る
が
し
て
き
た
幌
延
町
へ

の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
立
地
問
題
が
今
秋
、
大
き
な
節
目
を
む
か
え
た
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
（
旧
動
燃
。
以
下
「
核
燃
機
構
」
と
略
）

の
深
地
層
研
究
所
（
仮
称
・
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
処
分
研
究
施
設
）
計

画
に
つ
い
て
、
北
海
道
の
堀
達
也
知
事
が
十
月
十
四
日
、
道
民
の
反
対

世
論
や
同
町
に
隣
接
す
る
七
自
治
体
の
「
反
対
・
慎
重
意
見
」
を
踏
み

に
じ
り
、
立
地
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

九
八
年
二
月
、
科
学
技
術
庁
は
堀
知
事
に
対
し
て
「
貯
蔵
工
学
セ
ン

タ
ー
計
画
を
取
り
や
め
、
深
地
層
試
験
を
早
急
に
推
進
し
た
い
」
と
申

北海道庁知事室まえでの座りこみ（2000年10月10日）

節
目
を
迎
え
た
放
射
性
廃
棄
物
施
設
問
題

「
幌
延
」
の
い
ま

住
民
世
論
を
踏
み
に
じ
り
立
地
受
け
入
れ
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子必一

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
だ
。
公
共
事
業
見
直
し
の
先
鞭
を
つ
け
た

「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
や
、
環
境
施
策
の
試
み
な
ど
に
比
べ
て
旧
態

依
然
ぶ
り
が
際
立
っ
て
い
る
。
委
員
会
で
は
反
対
派
か
ら
の
意
見
聴
取

も
行
な
わ
れ
た
が
聞
き
お
く
だ
け
で
、
「
最
初
に
受
け
入
れ
あ
り
き
」

の
形
式
的
な
や
り
方
に
終
始
し
た
。

道
の
幹
部
は
当
初
、
九
八
年
中
の
決
着
を
め
ざ
す
意
思
を
示
し
て
い

た
。
わ
ず
か
一
年
で
受
け
入
れ
表
明
が
で
き
る
、
と
道
民
を
甘
く
見
て

い
た
の
で
あ
る
。

が
、
事
は
そ
う
簡
単
に
進
む
わ
け
が
な
く
、
反
対
世
論
の
力
で
表
明

を
二
年
間
に
わ
た
っ
て
先
送
り
さ
せ
た
。
科
技
庁
・
動
燃
と
の
討
論
集

会
を
は
じ
め
、
道
と
市
民
の
意
見
交
換
会
、
集
会
、
署
名
活
動
、
道
議
一

会
へ
の
請
願
、
研
究
者
に
よ
る
申
し
入
れ
、
周
辺
自
治
体
へ
の
要
請
、
閲

ト
ラ
ク
タ
ー
デ
モ
、
道
庁
内
で
の
座
り
込
み
：
…
．
。
か
っ
て
大
が
か
り
一

な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
労
働
団
体
が
条
件
闘
争
を
決
め
込
む
な
か
で
、

住
民
・
市
民
レ
ベ
ル
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
が
つ
づ
い
た
。

核
廃
棄
物
施
設
誘
致
に
反
対
す
る
道
北
連
絡
協
議
会
（
鈴
木
芳
孝
議

長
）
は
今
年
九
月
、
北
海
道
新
聞
情
報
研
究
所
に
委
託
し
て
、
幌
延
町

と
周
辺
七
市
町
村
の
住
民
一
○
○
○
人
を
対
象
に
「
深
地
層
研
究
所
建

設
な
ど
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
実
施
し
た
（
図
１
を
参
照
）
。

こ
の
調
査
は
「
核
燃
機
構
と
の
協
定
締
結
や
道
条
例
の
制
定
が
担
保

に
な
る
」
と
い
う
道
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
後
に
行
な
わ
れ
た
。
七
六
・

二
％
の
人
が
「
立
地
に
反
対
」
の
意
思
を
示
し
、
「
知
事
は
ど
う
判
断

す
べ
き
か
？
」
と
の
質
問
に
対
し
て
「
申
し
入
れ
を
断
る
べ
き
」
「
住

し
入
れ
た
。
「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
動
燃
の
施
設
か
ら
発
生

す
る
高
レ
ベ
ル
・
Ｔ
Ｒ
Ｕ
廃
棄
物
（
超
ウ
ラ
ン
元
素
を
含
む
放
射
性
廃
棄

物
。
半
減
期
の
長
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
一
般
放
射
性
物
質
と
区
別
し

て
い
る
）
な
ど
の
保
管
と
、
地
下
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
坑
道
で
処
分

研
究
を
行
な
う
深
地
層
試
験
場
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た
計
画
。
前
者
を

撤
回
し
、
後
者
の
み
の
立
地
を
再
提
案
す
る
と
い
う
方
針
転
換
は
、
科

技
庁
・
動
燃
・
道
の
三
者
に
よ
る
す
り
合
わ
せ
の
末
に
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

申
し
入
れ
を
受
け
た
道
は
「
道
内
に
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
せ

な
い
担
保
が
得
ら
れ
る
な
ら
立
地
Ｏ
Ｋ
」
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
庁
内

の
委
員
会
で
の
検
討
作
業
を
皮
切
り
に
、
学
者
ら
に
よ
る
懇
談
会
や
道

民
の
意
見
を
聴
く
会
、
議
会
論
議
な
ど
を
へ
て
知
事
が
表
明
す
る
、
と

滝

川

康
治

－52－
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節目を迎えた放射性廃棄物施設問題

図1住民による自主世論調査結果
九
三
年
に
は
非
自
民
連
立
政
権
が
誕
生
し
、
横
路
知
事
と
江
田
五
月
・

科
技
庁
長
官
（
当
時
）
と
の
間
で
、
妥
協
策
と
し
て
深
地
層
試
験
場
の

み
の
建
設
に
と
ど
め
る
分
離
着
工
案
が
ひ
そ
か
に
話
し
合
わ
れ
た
。
反

対
運
動
に
不
利
な
状
況
は
全
く
な
い
の
に
知
事
が
見
せ
た
安
易
な
妥
協

の
姿
勢
が
、
「
幌
延
問
題
」
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
て
い
く
。

九
四
年
初
め
、
「
分
離
着
工
案
」
を
も
と
に
江
田
長
官
が
根
回
し
に

着
手
。
動
燃
関
係
者
に
も
「
妥
協
案
や
む
な
し
」
の
空
気
が
流
れ
た
が
、

自
民
・
社
会
両
党
の
国
会
議
員
ら
が
難
色
を
示
し
て
頓
挫
し
た
。

い
っ
た
ん
消
え
た
妥
協
案
だ
っ
た
が
、
翌
年
の
知
事
選
の
公
約
と
し

て
再
浮
上
す
る
。
連
合
北
海
道
や
社
会
・
民
社
・
公
明
の
各
党
な
ど
非

民
投
票
な
ど
を
実
施
し
て
判
断
す
べ
き
」
と
答
え
た
人
が
八
六
・
四
％

と
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
「
情
報
提
供
が
不
十
分
だ
」
と
の

答
え
も
同
様
で
、
多
く
の
人
が
国
や
道
の
や
り
方
に
疑
問
を
抱
い
て
い

た
。
世
論
の
流
れ
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

が
、
堀
知
事
は
受
け
入
れ
表
明
を
急
ぎ
、
省
庁
再
編
前
に
点
数
を
稼

ぎ
た
い
科
技
庁
に
迎
合
し
、
地
方
自
治
や
住
民
の
人
権
を
な
い
が
し
ろ

に
し
た
。
そ
し
て
、
表
明
と
引
き
換
え
に
、
処
分
研
究
の
推
進
を
前
提

に
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
（
注
Ⅱ
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
こ
と
）
の
持
ち

込
み
は
慎
重
に
対
処
す
べ
き
で
あ
り
、
受
け
入
れ
難
い
こ
と
を
宣
言
す

る
」
と
い
う
玉
虫
色
の
道
条
例
を
制
定
し
た
（
十
月
十
六
日
）
。

一
ヵ
月
前
ま
で
制
定
に
否
定
的
だ
っ
た
堀
知
事
は
、
支
持
母
体
の
連

合
北
海
道
や
民
主
党
が
反
発
し
た
の
で
方
針
を
転
換
。
知
事
と
支
持
母

体
が
互
い
の
メ
ン
ツ
を
立
て
る
た
め
に
、
立
地
の
是
非
を
条
例
制
定
に

す
り
替
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
議
会
上
程
前
に
条
例
案
を
科
技
庁

職
員
に
見
せ
る
失
態
を
演
じ
た
り
、
自
民
、
民
主
、
公
明
な
ど
道
政
与

党
の
駆
け
引
き
に
よ
っ
て
暖
昧
な
中
身
に
変
え
ら
れ
る
な
ど
、
政
治
の

道
具
に
さ
れ
た
挙
げ
句
、
「
骨
抜
き
条
例
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

う
し
た
事
態
に
対
す
る
道
民
の
不
信
感
は
根
強
い
。

こ
こ
で
、
深
地
層
研
究
所
の
立
地
申
し
入
れ
に
至
る
経
緯
を
大
雑
把

に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

慨慧鮒乳’
駆
け
引
き
の
末
に
「
単
独
立
地
」
の
シ
ナ
リ
オ

]晒鮒究朋（1厘靭

沙･への風解播種

わからない｡答えない

わからない．答えない稠極的に賛成4.0％

ば賛成

サ
ロ
ベ
ッ
原
野
を
抱
く
酪
農
の
町
・
幌
延
が
原
子
力
施
設
の
誘
致
に

乗
り
だ
し
た
の
は
二
○
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
原
発
や
低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
施
設
な
ど
、
い
ず
れ
も
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
が
、
一
九
八

四
年
に
な
っ
て
、
地
元
の
誘
致
を
「
渡
り
に
舟
」
と
み
た
動
燃
は
「
貯

蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
」
を
発
表
。
過
疎
地
を
狙
っ
た
高
レ
ベ
ル
廃
棄

物
施
設
計
画
の
登
場
で
、
一
気
に
社
会
・
政
治
問
題
化
し
た
。

住
民
や
周
辺
自
治
体
、
北
海
道
が
一
斉
に
反
対
し
、
動
燃
は
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
な
ど
を
強
行
し
た
も
の
の
、
八
○
年
代
後
半
に
は
計
画
は
暗

礁
に
乗
り
あ
げ
た
。
九
○
年
に
な
る
と
、
道
議
会
が
「
設
置
反
対
決
議
」

を
採
択
し
、
横
路
孝
弘
知
事
（
当
時
）
が
科
技
庁
に
計
画
の
白
紙
撤
回

を
申
し
入
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
立
地
を
断
念
さ
せ
る
寸
前
ま
で
追
い
込

ん
だ
（
拙
著
『
幌
延
ｌ
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
を
拒
否
す
る
』
〔
技
術
と

人
間
〕
を
参
照
し
て
ほ
し
い
）
。

が
、
そ
れ
で
あ
き
ら
め
る
動
燃
や
科
技
庁
で
は
な
い
。
知
事
や
、
知

事
の
支
持
母
体
の
姿
勢
が
変
わ
る
の
を
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
た
。
幌

延
町
や
動
燃
、
科
技
庁
な
ど
は
、
道
の
反
対
姿
勢
が
固
い
と
み
る
や
、

計
画
の
な
か
で
一
番
早
く
手
を
つ
け
た
か
っ
た
深
地
層
試
験
場
を
先
行

し
て
着
工
し
、
他
の
施
設
は
状
況
に
応
じ
て
考
え
る
、
と
い
う
戦
略
を

模
索
し
は
じ
め
た
。

当
時
、
動
燃
は
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
製
造
に
成
功

し
て
お
ら
ず
、
東
海
村
に
一
時
保
管
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
幌
延
で

の
保
管
を
急
ぐ
理
由
は
な
か
っ
た
。
「
深
地
層
試
験
場
さ
え
手
を
つ
け

れ
ば
…
」
と
い
う
動
燃
側
の
焦
り
も
見
え
隠
れ
し
た
。

自
民
勢
力
は
、
横
路
後
継
と
し
て
副
知
事
の
堀
氏
を
擁
立
。
彼
ら
は
、

幌
延
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
一
方
で
、

「
あ
ら
た
め
て
、
国
か
ら
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な
い
研
究
開
発

施
設
計
画
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
道
民
の
合
意
を
得
る
こ
と
を
前
提
に
検

討
を
進
め
る
」

と
い
う
、
「
新
た
な
計
画
を
提
案
せ
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
公
約

を
作
っ
た
。
寄
り
合
い
所
帯
が
仕
立
て
た
船
に
乗
っ
た
堀
氏
は
、
こ
の

公
約
を
掲
げ
て
九
五
年
知
事
選
で
初
当
選
し
て
い
る
。

結
局
、
政
治
的
な
駆
け
引
き
の
な
か
で
「
核
抜
き
の
施
設
な
ら
ば
Ｏ

Ｋ
」
と
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
「
深
地
層
試
験
場
の
単
独
立
地
」
と
い
う

≦‘u11別Rゞ－_

鰄騨鯉雛謝れについ<|､
堀知事

わ力

㈱
北
海
道
新
聞
洞
報
研
究
所
に
よ
る
電
話
鯛
査
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節目を迎えた放射性廃棄物施設問題

図2核燃機構がえがく試験スケジュール
核
燃
機
構
に
は
、
幌
延
町
に
深
地
層
研
究
所
（
堆
積
岩
）
、
岐
阜
県

瑞
浪
市
に
超
深
地
層
研
究
所
（
結
晶
質
岩
）
と
い
う
、
二
つ
の
処
分
研

究
施
設
計
画
が
あ
る
。
幌
延
で
は
、
実
際
の
処
分
場
の
深
度
に
相
当
す

る
五
○
○
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
坑
道
を
掘
削
し
、
地
層
に
関
す
る
調
査

や
坑
道
を
利
用
し
た
処
分
技
術
の
実
証
試
験
な
ど
を
行
な
う
、
と
さ
れ

る
。
施
設
建
設
に
三
四
○
億
円
、
調
査
研
究
に
毎
年
三
○
億
円
を
見
込

み
、
研
究
者
と
技
術
者
一
○
○
人
程
度
、
管
理
部
門
な
ど
に
六
○
人
程

度
を
配
置
す
る
、
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
現
時
点
で
核
燃
機
構
が
描
く

調
査
・
試
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
図
２
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
地
表
か
ら
」
「
坑
道
を
掘
削
し
な
が
ら
」
「
坑
道
を
利
用
し
て
」
の
三

シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
に
手
を
貸
し
た
の
は
、
二
人
の
知
事
と
支
持
母
体
の

幹
部
た
ち
で
あ
っ
た
。
計
画
を
推
進
し
て
き
た
動
燃
や
科
技
庁
、
自
民

党
な
ど
は
、
彼
ら
の
変
節
を
じ
っ
と
待
て
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
道

民
を
裏
切
っ
た
人
た
ち
の
罪
は
重
い
。

か
く
し
て
、
単
独
立
地
の
シ
ナ
リ
オ
は
で
き
た
。
九
七
年
こ
ろ
か
ら

道
・
科
技
庁
・
動
燃
の
三
者
が
接
触
し
、
す
り
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
翌

年
の
立
地
申
し
入
れ
に
至
っ
た
。
冒
頭
に
書
い
た
堀
知
事
の
「
立
地
表

明
」
ま
で
の
二
年
八
カ
月
は
、
こ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
で
の
決
着
を
め
ざ

す
流
れ
に
対
し
て
、
計
画
を
疑
問
視
す
る
道
民
た
ち
が
抵
抗
す
る
、
と

い
う
構
図
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

最
大
の
目
的
は
処
分
技
術
の
実
証
試
験

段
階
、
二
○
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
と
あ
る
が
、
建
設
予
定
地
点

を
は
じ
め
、
坑
道
の
深
さ
や
直
径
、
試
験
坑
道
の
規
模
な
ど
具
体
的
な

計
画
に
関
す
る
文
書
は
何
一
つ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
「
調
べ
な
が
ら
、

幌
延
の
地
質
条
件
に
合
わ
せ
て
試
験
す
る
」
と
い
う
の
が
実
態
ら
し
い
。

そ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
海
道
は
「
立
地
受
け
入
れ
」
を
表

明
し
た
。

核
燃
機
構
は
、
九
八
年
夏
か
ら
閉
鎖
し
て
い
た
幌
延
の
事
務
所
を
年

内
に
も
再
開
し
、
年
明
け
以
降
に
測
量
や
地
質
調
査
な
ど
を
行
な
っ
て
、

立
地
点
を
絞
り
込
む
と
い
う
。
そ
し
て
、
選
定
し
た
立
地
点
の
周
辺
数

キ
ロ
×
数
キ
ロ
の
領
域
で
物
理
探
査
や
深
層
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
本
格
的

な
調
査
を
進
め
る
計
画
だ
。
東
海
村
の
地
層
処
分
放
射
化
学
研
究
施
設

な
ど
で
ホ
ッ
ト
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
幌
延
の
試
験
区
域
に
放

射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
計
画
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
だ
と
単
な
る
地
層
研
究
に
す
ぎ
な
い
が
、
幌
延
の
計
画
の
核
心

は
、
処
分
坑
道
を
モ
デ
ル
に
し
た
試
験
坑
道
を
掘
削
し
、
処
分
技
術
の

実
証
試
験
を
行
な
う
こ
と
に
あ
る
（
核
燃
機
構
の
用
語
で
は
「
地
層
処

分
研
究
開
発
」
と
い
う
）
。
瑞
浪
の
計
画
に
は
実
証
試
験
が
な
い
の
で
、

国
内
で
唯
一
「
処
分
の
予
行
演
習
」
を
手
が
け
る
試
験
場
と
な
る
。

核
燃
機
構
が
挙
げ
る
「
予
行
演
習
」
の
項
目
は
、

①
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
入
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
容
器
を
包
み
込
む
オ
ー
バ
ー

パ
ッ
ク
（
素
材
は
厚
さ
一
九
セ
ン
チ
程
度
の
炭
素
鋼
な
ど
）
の
搬
送
や

定
置
設
備
な
ど
の
検
証

②
固
化
体
な
ど
を
包
み
込
む
緩
衝
材
を
処
分
坑
道
内
に
封
じ
込
め
る

た
め
の
「
プ
ラ
グ
施
工
技
術
」
の
検
証

③
岩
盤
と
人
工
バ
リ
ア
の
関
係
、
人
工
バ
リ
ア
材
に
対
す
る
セ
メ
ン

ト
の
影
響
や
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
腐
食
な
ど
に
関
す
る
試
験

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
私
た
ち
道
民
の
前
に
実
証
試
験
の
詳
細
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

…
・
…
…
・
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
．
．
：
…
・
…
…
》
核
燃
機
構
は
昨
年
十
一

Ｊ
亜

強
肌
肌
艤
饒
塾
謹
霊
蝿

縦
一
を
発
表
し
た
が
、
幌
延
の

》
圭
一
輔

の
唖
“

飴
》
計
画
書
（
九
八
年
十
月
発

ケ
》
物

定

ス
》
棄

選

澗
睡
表
）
に
は
、

一
口
》
》
劃
査
》
》
》
鋤
》
》
《
》
》
価
犀
恥
睦

の

峠
》
弓
第
二
次
取
り
ま
と
め
』

》
撚
轆
繍
澱
卿
懸
一
る
澱
灘
熊
舳
零

時
》
度
度
度
度
度
度
度
度
度
《
「
処
分
技
術
に
か
か
わ
る

現
一
度
孵
孵
孵
孵
孵
孵
孵
孵
孵
一
試
験
な
ら
何
で
も
あ
り
」

薊
一
年
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
一
趾
い
け
脈
朏
峨
肺
榊
岬
エ

‐
１
１
Ｉ
‐
‐
！
‐
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
…
唾
そ
持
ち
込
ま
な
い
が
、
国
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査
地
点
の
報
告
書
は
、
未
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
）
。

文
献
調
査
や
現
地
踏
査
、
岩
石
採
取
な
ど
を
行
な
い
、
断
層
や
地
下

水
の
移
動
、
人
口
、
土
地
利
用
な
ど
二
一
項
目
を
評
価
し
た
結
果
、
一

○
項
目
が
「
有
効
な
地
層
の
分
布
と
し
て
好
ま
し
い
環
境
に
あ
る
」
と

結
論
づ
け
、
幌
延
周
辺
は
処
分
地
と
し
て
有
望
と
の
認
識
を
示
し
て
い

る
。
対
象
地
層
は
「
声
間
層
」
で
は
な
い
が
、
一
六
年
間
も
隠
し
つ
づ

け
た
こ
と
に
住
民
か
ら
怒
り
の
声
が
上
が
っ
た
。
こ
の
極
秘
調
査
に
は

じ
ま
り
、
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
、
そ
し
て
深
地
層
研
究
所
計
画
へ

と
、
原
子
力
開
発
に
は
も
っ
と
も
無
縁
の
北
海
道
の
過
疎
地
が
核
関
連

施
設
に
狙
わ
れ
る
不
条
理
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

”
今
年
五
月
に
は
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
て
処
分
事
業
の
枠
組
み
が
定
ま
り
、
十
月
に
は
実
施
主
体
と

し
て
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
理
事
長
Ⅱ
外
門
一
直
・
前
電
事
連

副
会
長
）
が
発
足
し
た
。
同
機
構
は
、
文
献
調
査
を
進
め
て
、
二
○
○

題
七
年
童
ま
で
に
全
国
で
五
カ
所
程
度
の
概
要
調
査
地
区
（
処
分
候
補
地
）

動
燃
は
一
九
八
八
年
、
「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
調
査
の
取

り
ま
と
め
」
と
題
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。
機
動
隊
ま
で
導
入
し
て

幌
延
町
開
進
地
区
で
強
行
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
結
果
を
も
と

に
、
い
ず
れ
の
項
目
で
も
建
設
に
支
障
が
あ
る
デ
ー
タ
は
見
つ
か
っ
て

い
な
い
、
と
い
う
内
容
の
報
告
に
な
っ
て
い
る
。

反
対
運
動
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
深
層
ボ
ー
リ
ン
グ
は
九
○
○
～
一

三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
一
本
掘
っ
た
だ
け
だ
が
、
技
術
上
の
「
立

地
適
」
を
に
お
わ
せ
た
報
告
書
に
は
、
木
村
敏
雄
・
東
大
名
誉
教
授

（
地
質
学
・
当
時
）
の
「
声
間
層
は
深
地
層
試
験
に
適
し
て
い
る
」
と

の
コ
メ
ン
ト
が
添
付
し
て
あ
る
。
動
燃
は
当
時
、
深
さ
一
○
○
○
メ
ー

ト
ル
程
度
の
声
問
層
（
泥
岩
）
で
の
試
験
を
想
定
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
深
地
層
研
究
所
計
画
で
は
「
深
さ
は
五
○
○
メ
ー
ト
ル

程
度
」
「
幌
延
町
全
域
を
調
べ
て
立
地
点
を
決
め
た
い
」
と
方
針
を
変

え
た
。
動
燃
側
の
主
張
が
い
か
に
杜
撰
で
、
「
初
め
に
立
地
あ
り
き
」

そ
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

試
験
対
象
に
挙
が
っ
て
い
る
声
問
層
に
つ
い
て
、
研
究
者
ら
の
評
判

は
芳
し
く
な
い
。
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。

「
初
め
か
ら
ガ
サ
ガ
サ
の
地
層
の
所
で
地
下
研
（
注
Ⅱ
深
地
層
試
験
施

設
の
こ
と
）
を
造
っ
て
み
て
も
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
幌
延
な
ど
は
、

内
で
も
っ
と
も
処
分
場
に
近
い
施
設
な
の
で
あ
る
。

処
分
地
に
つ
な
が
る
不
透
明
な
計
画

私
は
そ
れ
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
」
（
中
島
篤
之
助
・

元
中
央
大
学
教
授
。
九
九
年
七
月
十
三
日
の
原
子
力
政
策
円
卓
会
議
で
）

「
特
に
幌
延
の
場
合
、
ラ
イ
’
一
ン
グ
な
し
に
直
接
岩
盤
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
状
態
を
保
つ
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
の
よ
う
に
も
思

え
る
の
で
、
そ
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
事
前
の
十
分
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
」
（
九
九
年
八
月
発
行
、
核
燃
機
構
の
廃
棄
物
処
理
処
分
課
題

評
価
委
員
会
報
告
書
よ
り
）
。

実
の
と
こ
ろ
、
深
度
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
が
安
全
に
で
き
る
か

ど
う
か
だ
っ
て
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

前
出
の
木
村
教
授
は
八
九
年
一
月
、
道
議
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
調

査
特
別
委
員
会
に
出
席
し
て
「
声
問
層
は
盤
ぶ
く
れ
的
な
こ
と
を
起
こ

す
の
で
、
坑
道
の
維
持
を
図
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
花
崗
岩
に
比
べ

る
と
、
そ
れ
が
声
問
層
の
弱
点
」
と
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道
内
の

炭
鉱
経
験
者
は
「
処
分
坑
道
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
盤
ぶ
く
れ
、
・
高

落
ち
、
山
は
ね
な
ど
の
危
険
が
待
っ
て
い
る
」
と
警
告
す
る
。

北
海
道
で
暮
ら
す
者
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
気
が
か
り
な
の
は
、
こ

の
施
設
の
立
地
が
処
分
地
選
定
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。

旧
動
燃
は
一
六
年
前
、
幌
延
町
周
辺
の
五
市
町
村
に
ま
た
が
る
約
一

四
○
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
対
象
に
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
地
層
処

分
に
関
す
る
調
査
を
極
秘
に
行
な
っ
て
い
た
（
全
国
二
五
カ
所
で
実
施

し
た
調
査
の
一
環
）
。
昨
年
、
岐
阜
県
内
で
超
深
地
層
研
究
所
計
画
に

反
対
し
て
い
る
市
民
が
開
示
請
求
し
、
核
燃
機
構
が
報
告
書
を
公
表
し

た
こ
と
で
、
初
め
て
日
の
目
を
見
た
の
だ
っ
た
（
幌
延
周
辺
以
外
の
調

を
選
定
す
る
。
そ
の
な
か
か
ら
精
密
調
査
地
区
（
処
分
予
定
地
・
二
ヵ

所
程
度
）
を
選
び
、
二
○
三
○
年
代
以
降
に
処
分
場
を
操
業
さ
せ
る
、

と
い
う
青
写
真
を
描
く
（
別
項
参
照
）
。

一
応
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
概
要
調
査
地
区
に
名

乗
り
を
上
げ
る
自
治
体
が
現
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
と
な
る
と
、

「
概
要
調
査
地
区
が
決
ま
ら
な
い
か
ら
…
」
と
の
理
由
で
、
す
で
に
関

連
施
設
の
計
画
が
あ
る
場
所
の
周
辺
地
域
が
、
な
し
崩
し
的
に
処
分
場

の
有
力
候
補
地
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

原
子
力
関
係
者
が
描
く
処
分
計
画
は
、
社
会
的
に
も
技
術
的
に
も
簡

単
に
は
実
現
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
私
は
思
う
。
し
か
し
、
地
層
処
分
政

策
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
幌
延
や
東
濃
、
六
ヶ
所
、
人
形
峠
な
ど
関
連

施
設
の
あ
る
地
域
の
住
民
は
、
核
の
脅
威
に
怯
え
な
が
ら
暮
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
大
き
な
人
権
問
題
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
無

謀
な
処
分
政
策
を
変
え
る
べ
く
立
ち
上
が
っ
て
ほ
し
い
。

（
た
き
か
わ
こ
う
じ
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
北
海
道
在
住
）
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